
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司法試験合格者は、法律家（裁判官、検察官、弁護士）として働き始める前に、司法修習生とし

て１年間の司法修習に専念しなければならず、アルバイトも禁止されています。これまでは、司法

修習生全員に対して、給与が支払われてきました（給費制）。しかし、今年の１１月から給費制は廃

止され、必要な者に対し生活資金を貸し付ける制度（貸与制）に切り替わります。 

これまでの給費制から貸与制に変わることで、経済的に裕福な人しか法律家になれなくなる危険

性があります。経済的な貧富の差に関わりなく、多様な層から法律家となる人材を確保していくこ

とは、市民の皆さんの法的ニーズに真摯に応える法律家を育てるために、重要な問題です。 

明日の「権利の守り手」を育てるために、市民の皆さんとともに給費制維持の必要性について考

えたいと思います。 

◆プログラム◆                   

○基調報告 

○ビデオ上映～寸劇 「CHANGE－変身－」 

○パネルディスカッション 

原田 誠治 氏（株式会社静岡新聞社顧問） 

宇都宮 健児 （日本弁護士連合会会長） 

○当事者の声 

○各界からの応援メッセージ 
 

主催／静岡県弁護士会 共催／日本弁護士連合会  

連絡先：静岡県弁護士会 TEL ０５４（２５２）０００８ FAX ０５４（２５２）７５２２ 

司法修習生の給費制維持を求める市民集会         

宇都宮日弁連会長来る！ 

ｉｎ 静 岡 

－明日の「権利の守り手」を育てるために－ 

宇都宮日弁連会長 

 

 

 

 

日時：２０１０年  月   日（土） 

１３：３０～１５：３０（開場 １３：００） 

場所：アゴラ静岡 ７階 大会議室 

（静岡市葵区追手町１－１３ 

TEL：０５４（２５０）８７７７） 

７７  ２２  ４４  
 入場無料 


